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DIASメタデータ管理システム

http://metadata.diasjp.net/dmm/から利用可能です。
ブラウザのアドレス欄に入力してアクセスしてください。

アカウントが必要です。

システムの利用にあたってはブラウザの「戻る」ボタン
の利用は行わないで下さい。
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ログイン

メタデータ管理システムにアクセスするとログインを要
求されます。
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ログイン

DIAS管理者からログインのためのメールアドレスとパス
ワードをお送りします。
 メタデータ作成者としてお知らせいただいたメールアドレスでメタデータ管理

者が登録します。

 このアカウントはDIAS関連のシステムで共通して利用できるものです。

 お知らせいただいたメールアドレスで既にアカウントをお持ちの場合はそれを
利用することができます。

登録済みでパスワードが分からない場合はパスワード再
発行を行ってください。

ログイン画面からはパスワード変更はできません。パス
ワード変更希望の場合は、以下のURLをご覧ください。
 http://dias-dss.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/account/public/profile/
現在のパスワードでログインした後で上記にアクセスすることで、パスワード

の変更が可能です。プロファイルの入力を求められる場合があります。必須
項目を入力してください。
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システム全般における注意点(1/2)

表示言語切替を
行うことができます

ログアウトします

ブラウザの「戻る」ボタンは使わずに、
ここからメニューを選択して下さい。

メタデータ編集中にブラウザの「戻
る」ボタンをクリックすると、メニュー
画面に戻り、編集中のデータは削除
されます。
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システム全般における注意点(2/2)

詳細をみるためのボタンです

編集するためのボタンです

追加するためのボタンです

削除するためのボタンです
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ログインすると、ユーザ用メニューが表示されます。

①

②

③

④

⑤

ユーザ用メニュー

担当分のデータセットメタデータの入力には
「データセット一覧」②から作業を進めます。
表示に時間がかかることがあります。

「プロジェクト一覧」①からはシステムに登録
されているプロジェクトメタデータが閲覧でき、
「テンプレート一覧」③からはテンプレートの
閲覧、作成、および編集権限を持つテンプ
レートの編集ができます。
④、全般的な注意事項です。

⑤、システムのタイムアウト時間が表示され
ます。
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プロジェクト一覧

 ユーザ用メニューで「プロジェクト一覧」を選択すると登録されているプ
ロジェクトの一覧が表示されます。

 プロジェクト機能は今回は使いません。プロジェクト機能の詳細に関し
て知りたい方はスライド末尾の問合せ先までご連絡ください。

プロジェクト一覧

プロジェクトメタデータ履歴

プロジェクトメタデータ表示

最新版が一番上
になっています

編集はシステム管理者が行います
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テンプレート一覧
ユーザ用メニューで「テンプレート一覧」を選択すると登録されて

いるテンプレートの一覧が表示されます。

複数のデータセットに共通する情報をテンプレートとして保存、
利用できます

複数の似通ったデータセットに対してメタデータを入力する際に
有用です

自分以外のユーザが作成した
テンプレートも閲覧、利用でき
ます。
(自分が作成したテンプレート
以外は編集できません。)

自分の作成したテンプレート
が担当分に表示されます。
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テンプレート一覧（テンプレート作成）

＋ボタンをクリックし、テンプレートを追加します

既存のメタデータを利用してテンプレートを作成するこ
とができます

新規テンプレートの登録

既存のデータセット一覧
から選択し、テンプレート
の初期値とする

yes

no

通常のデータセットメタデータ編集と同様の
インタフェースにて情報を入力、編集、保存
(データセットメタデータ編集に関しては後述)

データセットメタデータを取り込みますか？
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テンプレートの利用
作成したテンプレートを利用するには、メタデータ編集の初回時

にテンプレートを利用するかどうか尋ねられますので、「yes」を
選択し、作成したテンプレートを取り込みます。

• 似通った既存のデータセットをテンプレートとして登録し、データセットメ
タデータの作成に利用することができます。

• 似通ったデータセットを検索するには、データ俯瞰・検索システム
（http://search.diasjp.net）を利用できます。

• データセットの編集は、「データセットメタデータ入力・編集（担当データ
セット）」のページをご覧ください。

「yes」を選択すると、テ

ンプレート一覧が表示
されます

テンプレート一覧

取り込みたいテンプレートを選択
し、メモ帳ボタンをクリックします
（→ボタンは閲覧）
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データセット一覧

ユーザ用メニューで「データセット一覧」を選択すると登
録されているデータセットの一覧が表示されます。

表示に時間がかかることがあります。

ログインした利用者にメタデータ作成が
割り当てられている場合は「担当分」に
表示されます

「その他」には登録されている他の
データセットメタデータ一覧が表示
されます。

担当分以外のメタデータ履歴も閲
覧することができます。

データセット一覧

データセットメタデータ履歴

番号・データセットIDは

この部分をクリックする
と並べ替えできます。
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データセットメタデータ履歴

「データセット一覧」で、閲覧したいデータセットを選択
するとデータセットメタデータの履歴が表示されます。

「データセット一覧」に戻るには、上部のメニューをク
リックします。

データセット一覧 データセットメタデータ履歴

一覧に戻るには、このメ
ニューから戻ってください。
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緑の矢印ボタンをクリックすると
メタデータの内容を確認できます。

最新版が一番上
になっています

メタデータの状態は未入力状態ではUninputted、
入力完了前(途中保存時)はTemporaryとなり、
入力完了後はCompleteとなります。
状態がCompleteの場合、生成されたドキュメン
トメタデータ(XML, HTML, PDF) を表示、ダウン
ロードすることができます。

担当以外のデータセットは閲覧できます
が、編集用のアイコンは表示されません。

担当分のデータセットメタデータ履歴閲
覧時には、「メモ」および「メタデータの閲
覧・編集」の列にメモ帳アイコンが表示さ
れ、クリックすると編集できます。（次頁）

データセットメタデータ履歴
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データセットメタデータ履歴

メモは閲覧・修正が可能
です。

既に入力作業を行い、保存
された情報がある場合は
履歴に表示されます。履歴
一覧中の任意の状態から
再編集することが可能です。
通常は最上段（最新）のも
のを編集します。

Temporaryのものは×ボタ

ンで削除することができま
す。

担当分の表示例（編集ボタンあり）
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データセットメタデータ編集（担当データセット）
データセット一覧画面より、担当分のデータセットを選択し、編集

を行います

初回編集時の例

データセット一覧

データセットメタデータ編集
担当分が上部に表示されます。

初回編集時には、システム管理者により
仮のデータセット名が入力され、メタデー
タ作成状況はUninputtedになっています。

データセットメタデータを編集し、データ
セット名などを登録します。

データセットメタデータ履歴

Uninputtedのメータデータの編集時

には、テンプレート取り込みの有無
を聞かれます

テンプレートの取り込みの有無を聞かれた際、
「no」を選択するとそのままメタデータ編集画
面に遷移します
「yes」を選択するとテンプレート選択画面から

テンプレートを選択できます。選択されたテン
プレートの情報があらかじめ記入された状態
からメタデータ編集が可能です。
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データセットメタデータ編集（担当データセット）
データセット一覧画面より、担当分のデータセットを選択し、編集

を行います

編集済みデータセットの例

データセット一覧 データセットメタデータ履歴

履歴一覧中の任意の状態から再編集することが可
能です。通常は最上段（最新）のものを編集します。

メタデータの状態がTemporaryのものは×ボタンで
削除することができます。

データセットメタデータ編集
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データセットメタデータ編集(全般注意事項)

入力項目はタブ分けされています。
切替ながら入力してください。

関連プロジェクトのメタデータを
確認することができます。
(今回は使用しません。)

英語と日本語で別々に入力する必要がある場所は、
入力ボックスが２つ並んでいます
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データセットメタデータ編集(全般注意事項)

項目名にマウスカーソルを合わせると、
その項目に関する補足説明がポップアップします。
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データセットメタデータ編集(全般注意事項)

必須項目には[必須]と記載され、赤枠で囲われています。
必須項目全てに記入しないと完了チェックを
伴った保存はできません。

任意項目は追加ボタンで入力ボックスを表示、
削除ボタンで消去できます。
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データセットメタデータ編集(保存)

入力を完了せず途中保存する場合、
チェックを入れずに単に「保存」ボタンを
押します。

入力が完了したらチェックを入れて
「保存」ボタンを押します。
英語もしくは日本語のどちらか片方のみ
完了した場合は対応する言語のみに
チェックを入れます。両言語とも完了した
場合は両方にチェックを入れます。

チェックを入れて(完了の宣言をして)保存するとドキュメントメタデータが生成されます。

完了したメタデータはメタデータ検索システム等を通して
一般に公開していきますのでご注意ください。
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データセットメタデータ編集(必須項目)
必須項目は以下の通りです。次の11のタブは必ず
入力してください。

タイトル

問い合わせ先（個人名）

ドキュメント作成者

データ作成者

日付

カテゴリ

概要・要約

収録期間

収録地理範囲

グリッド

キーワード
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データセットメタデータ編集: タイトル

引用名(データセット名)は必須項目です。
システム管理者により仮のデータセット名が入力されていますので
適切に編集してください。

英語 日本語
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データセットメタデータ編集: 問合せ先
個人名が必須項目になっていますが、特定の個人を指定するこ

とが不適切な場合はグループ名等を入力することでご対応下さ
い。電話番号かメールアドレスのいずれかは、入力してくださ
い。(ドキュメント作成者、データ作成者に関しても同様。)

英語 日本語
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データセットメタデータ編集:ドキュメント作成者

個人名が必須項目になっていますが、特定の個人を
指定することが不適切な場合はグループ名等を入力
することでご対応下さい。

英語 日本語

クリックすると問い
合わせ先の情報を

コピーします
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データセットメタデータ編集: データ作成者

個人名が必須項目になっていますが、特定の個人を
指定することが不適切な場合はグループ名等を入力
することでご対応下さい。

英語 日本語

クリックすると問い
合わせ先の情報を

コピーします
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データセットメタデータ編集:日付

データのcreation/publication/revisionの日付を入力し
ます。

日付はyyyy-mm-ddの形で入力します。

日付は半角数字のみ入力可能です。入力できない場
合、入力モードをご確認ください。

「＋」ボタンをクリックすることで日付欄を追加できます。

半角数字を入力します。入
力できない場合は、入力
モードを確認してください。
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データセットメタデータ編集:カテゴリ

データのカテゴリを選択します。

チェックボックスに✓を入れることで複数の主題を選択
することが可能です。
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データセットメタデータ編集:概要・要約

データに関する情報を記述します。

英語 日本語
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データセットメタデータ編集: 収録期間

収録期間の入力は必須です。期間の終わりは日時を指定する
か、あるいは継続中欄をクリックします。現在まで観測中などの
場合は継続中を選んでください。

15分ごと等、データ収録について
の詳細を記入できます。
1年以上の単位の場合はothersを
選んで入力をお願いします。
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データセットメタデータ編集: 収録地理範囲

緯度経度を小数点以下6位までの実数で入力し、地理
範囲を指定します。

記号（°、′、″）やN、Eなどは入力しないでください。

全球データであれば
北端 90
西端 -180
東端 180
南端 -90

点のデータであれば
北端 12.345678
西端 111.111111
東端 111.111111
南端 12.345678

のように記入してください。

クリックすると入力した
範囲を地図で確認でき
ます。
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データセットメタデータ編集: グリッド

次元数（0,1,2,3,4)を選び、次元数だけ各次元の情報
を入力します。

格子点のデータでない場合は、０を選択してください。
選択します。

選択したグリッド数により必
要項目を記入します。
グリッドの選択で1以上を選

んだ場合は、必ず入力しま
す。
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時間も1次元ととらえます。Daily, monthly などのデー

タであれば、観測の次元数に時間軸も次元数に加えて
ください。

例： 時間分解能 ：monthly 10年間
対象 ：全球
水平解像度 ：1*1度
鉛直 ：36層 のデータの場合

データセットメタデータ編集: グリッド

次元の名称 次元のサイズ 次元の解像度

row 360 1 (degree)
column 155 1 (degree)
vertical 36 10-400 (m)
time 120 1 (month)
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時間の次元サイズが大きくなりすぎる場合などは、時
間の次元を省略し、「収録期間」タブの「収録期間」、
「時間特性」の項目を詳しく記述してください。

地上観測データ等について、グリッドデータでない場合
はグリッドの次元数は「0」とし、「収録期間」、「時間特
性」の項目を詳しく記述してください。

データセットメタデータ編集: グリッド
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データセットメタデータ編集: キーワード

データセットの特徴を表すキーワードを、辞書から選択
または自由入力します。

自由入力の際は、英語で記述してください。

専門用語の定義などを調べる
「専門用語逆引き辞書」にリンク
しています。

違うキーワード辞書におけるキーワードを追加する場合は
追加ボタンをクリックして入力欄を追加してください。
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データセットメタデータ編集: キーワード

辞書にothers、No Dictionaryを選んだ場合は、キー
ワードタイプを必ず選択してください。

Othersを選択した場合は、
辞書の名前を英語で入力します。

Others、No Dictionaryを選んだ場合は、キーワードのタイプを選びます。
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データセットメタデータ編集: キーワード

システム上の識別子 名前 概要

GCMD_science GCMDサイエンス
キーワード

NASAの地球変動マスターディレクトリ（GCMD）が提供する科学分
野に関するキーワード集

GCMD_platform GCMDプラットフォーム GCMDが提供する、衛星等のプラットフォームに関するキーワード集

AGU AGU Index Terms アメリカ地球物理学連合(AGU)が提供する分類集

GEOSS GEOSS社会利益分野 地球観測グループ（GEO）が定める、災害、健康、エネルギー、気候、
水、気象、生態系、農業、生物多様性の９つの社会利益分野

GEO_COP GEO地球観測語彙 GEOのユーザインタフェース委員会（UIC）のレポート「重要な地球
観測項目」をもとに、DIASの東大チームが中心となり昨年度に開発
した語彙集。

Country 国名 データが関連する場所（国）の情報

 メタデータの中でもキーワードの情報は非常に重要です。

 GCMD_science, GCMD_platform, GEOSS に関しては可能
な限り最低一つは入力してください。

キーワードが階層化されている場合(GCMD_science, 
GCMD_platform等)、上位階層のみの入力でもかまいません。
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データセットメタデータ編集:キーワード

GCMD_scienceおよびGCMD_platformに関しては一

覧が以下から取得可能です。入力の参考に利用でき
ます。

GCMDサイエンスキーワード
 http://gcmdservices.gsfc.nasa.gov/static/kms/sciencekeywords/sciencekeywords.csv

GCMDプラットフォーム
 http://gcmdservices.gsfc.nasa.gov/static/kms/platforms/platforms.csv

DIASメタデータ管理システムでは、上記二つは階層を持つ
キーワードセットとして扱っており、GCMD_platformの階層
はGCMDのウェブシステムから取得しています。
http://gcmd.nasa.gov/KeywordSearch/Keywords.do?Portal=GCM

D&MetadataType=0&Columns=0&KeywordPath=Platforms
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データセットメタデータ編集:オンライン情報

オンライン情報を入力する場合、リンク（URL）の入力
は必須です。

データが公開されている場合は、公開データにたどり
つけるようなアドレスを入れてください

英語 日本語
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データセットメタデータ編集:周辺情報

必要に応じて周辺情報を入力してください。

英語 日本語
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データセットメタデータ編集:配布手段

必要に応じて配布する場合のフォーマットなどを記入し
ます。

配布手段を入力する場合、交換形式（CSVなど）の入
力は必須です。

英語 日本語
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データセットメタデータ編集:データ処理

データセット作成方法や作成に利用したデータについ
て説明します。

データ処理情報を入力する場合、必ず説明を入力して
ください。

英語 日本語
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データセットメタデータ編集:その他品質等

必要に応じて品質等の情報を入力してください。

英語 日本語
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データセットメタデータ編集:データ利用規約

データセット固有の利用制約条項などがある場合、記
述します。

参考としてDIASプロジェクトにおけるデータ利用規約
の文章がプロジェクトメタデータから閲覧できます。

[ユーザ用メニュー][プロジェクト一覧]DIASのメタデータ
を選択最新版のメタデータを閲覧

英語 日本語
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データセットメタデータ編集:データ引用文

このデータセットを利用して論文等を公開する場合、
データ利用についての引用方法を記述します。

英語 日本語
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データセットメタデータ編集:参考文献

このデータセットを利用した研究成果の論文情報など
を記入します。

1行に１文献ずつ記入してください。

英語 日本語
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保存
入力がすべて終わったら、英語・日本語の入力完了
チェックを付け保存します。

完了チェックを付けずに保存するとtemporary保存され
ます。

必須項目が未入力の場合など、
エラーメッセージが表示されます。
「OK」ボタンでtemporary保存さ

れますので、一旦保存してから
修正してください。
保存時にメモが入力可能です。

Complete保存可能な場合は、

メタデータが表示されますの
で、確認の上、「OK」ボタンで
Complete保存してください。
保存時にメモが入力できます。
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保存時にエラーが出た場合

必ずどちらかのボタンを
クリック

完了のチェック✓を入れて保存をすると、必須項目入
力もれなどがあるとエラーが表示されます。

エラーの場合、ブラウザの「戻る」ボタンをクリックする
と、メニュー画面に戻り、編集中の内容は破棄されます
ので、画面下部のボタンのどちらかを選択し、編集を
続けるようにしてください。
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保存時にエラーが出た場合

エラーは日本語・英語それぞれで判定されます。

英語メタデータに関するエラーメッセージ

日本語メタデータに関するエラーメッセージ

以下の入力欄が未入力の場合エラーメッセージが出力されます。
title, contact name, document author name,
dataset creator name, dataset event, dataset date,
topicCategory, abstract, temporal extent date, 
geographic bounding box, grid dimension number,
keywords

以下の入力欄が未入力の場合エラーメッセージが出力されます。
タイトル、問い合わせ先（個人名）、ドキュメント作成者
データ作成者、日付、カテゴリ、概要・要約
収録期間、収録地理範囲、グリッド、キーワード

注意メッセージ

英語での入力が必要な入力欄に2バイト文字が入力されている
と注意メッセージが表示されます。
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DIASメタデータ管理システムに関する問合せ

ご不明点やご質問・ご要望などございましたら以下に
お問い合わせください。

dias-metadata@editoria.u-tokyo.ac.jp

データ公開や、新規データ・メタデータ作成については
以下にお問い合わせください。

dias-office@diasjp.net
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更新履歴
 2016/10/26

 システム改訂に伴い説明画像を更新

 グリッド、テンプレートについて説明を追加

 データセットメタデータの説明を変更

 記入例がわかるように、メタデータ編集の各画面の
画像を更新

 2014/06/10
 入力インタフェース改定に伴い説明を更新

 2013/10/15
 必須項目について説明を追加

 英語・日本語入力について説明を追加

 「収録地理範囲」に関して説明を追加

 2012/10/02
 「キーワード」入力不具合の補足(図の追加)

 2012/09/24
 「カテゴリ」に関して事前アンケートとの関わ

りを補足

 「キーワード」入力に関する不具合の情報を
追加

 2012/09/20
 メタデータ入力完了時の扱いに関して補足

 「カテゴリ」に関して補足

 「キーワード」に関してGCMDサイエンスキ
ーワードとGCMDプラットフォームの参考情
報を追加

 2012/09/18
 DIASアカウントを既に持っている場合に対

して補足

 項目名にマウスカーソルを持ってくることで
説明がポップアップする点を補足

 「問合せ先」等における「個人名」に関して
補足


